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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、低分子GTP結合タンパク質のRASスーパーファミリーに属するGTPaseを活性化するGTPase活性化タンパク質ファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質はインスリン応答性があり、キナーゼAktに依存し、2つのセリン残基に連続的に結合するAkt依存性14-3-3結合タンパク質を必要とします。これらの相互作用の結果、細胞運動が調節されます。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2011年12月]、機能：血管新生中の内皮細胞毛細血管形成を制御するシグナル伝達経路に関与するRho GTPase活性化タンパク質。RAC1を不活性なGDP結合状態に変換することにより、RAC1のGTPase活性化因子として作用します。RAC1依存性のラメリポディア形成を阻害します。 VEZF1との相互作用により、エンドセリン1（EDN1）プロモーターの活性を調節することで転写制御にも関与する可能性がある。,類似性：PHドメインを1つ含む。,類似性：Rho-GAPドメインを1つ含む。,細胞内局在：主に細胞質内。一部は核内に存在する。,サブユニット：VEZF1と相互作用する。,
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	-
	画像データ
	

	RHG22抗体を用いたK562細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

